
「『食でつながるプラットフォーム』づくり
のねらいについて」

地域づくり加速化事業_プラットフォームにおけるシンポジウム

一般社団法人全国食支援活動協力会/地域活性化伝道師
専務理事 平野 覚治
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子どもから高齢者までの幅広い世代に対して、食を通じた居場所づくりをサポート

1986 2016 2019 2020 …

設立
高齢者配食サービス・会食
会の連絡会組織として設立

こども食堂支援
「広がれ、こども食堂の輪
！全国ツアー」事務局

休眠預金活用事業
休眠預金活用事業
「子ども食堂サポート機能
設置事業」開始

MOWLS
食支援向け物流システム
「ミールズ・オン・ホイー
ルズ ロジシステム」プロ
ジェクト始動

省庁連携等
・農林水産省 販路多様化事業 (’20-’21)
・現 フードバンク活動支援事業 (’22-’23)
・こども家庭庁 ひとり親家庭等の食事等

支援事業 (’23)
・厚生労働省 ひとり親家庭等の食事等

支援事業 (’21-’22) … 等、他多数

こども食堂サポートセンター等
全国各地より食支援のニーズが寄せられる
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新型コロナウィルス発生

×
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全国食支援活動協力会の活動概要
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私たちが考える食支援活動
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全国各地で食支援活動を展開する市民活動団体の自主性と相互扶助を尊重し、
活動団体のサポートを通じてあらゆる世代の豊かな食環境の整備をめざします

地域福祉と健康の増進に向けて、横断的で学術的な視点をもって産官学民のネットワークを推進し、
豊かな地域福祉社会づくりに貢献します

1

2
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私たちが目指していること
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現状と課題

地域内外の社会資源（アセット）につながるために、マネジメント（コーディネート）する機能として中間支援の役割が重要
5/13

自治体を超えた連携が取れていない
ビジネスや専門家との連携も不得手か

在宅福祉サービス、
地域包括支援センター、
社会福祉施設等の相談機関
との連携が進んでいない

行政・社協・活動団体における他団体との連携状況
2023年度「食」をともなう居場所づくりの支援にかんする調査_より



「食支援プラットフォーム」は、孤独・孤立を予防し
互助を促す「食支援活動」を創出し支える機能をもつ

背景：

地域で実施される「食支援活動」は、孤独・孤立を予防し
互助を促すとともに生活支援、介護予防の効果をもち、その価値には多面性がある。

こども食堂や多世代型地域食堂が広がりをみせる一方で、高齢者を対象とした活動は
担い手不足や継続のためのリソースの不足を課題としており、
多くの地域で活動継続が危ぶまれる状況にある。

生活支援体制整備が期待される協議体においても、活用する資源の多くが
地域内にとどまり、多様なアイデアが活動に生かされにくい現状である。

「食支援プラットフォーム」が解決を目指す社会課題の射程：

解決方策：

支え合いの活動創出に関わる行政所管・社協・生活支援コーディネーター等が
その力を発揮して活動を活性化していくためには、
多様な分野からの資源調達を図っていく必要がある。

福祉/保健/まちづくり等の行政関連所管間の価値観の共有や、
食支援活動団体同士の連携の促進、さらに域外や他分野のリソースとの
つながりを促すしくみの構築＝プラットフォーム構築が課題解決策のひとつと考える。

特に、企業や協同組合、商工会など福祉分野に限らない多様な機関・団体や、
地域外の広域ネットワークとの有機的な連携がカギとなると考える。

食生活支援が活性化・継続されることにより、
栄養状態の改善、心身の健康へつながり、
担い手の増加へ寄与。

自治意識、社会参画意識の醸成
多様なサービス増による介護予防へ寄与。

食支援プラットフォーム（仮称）とは：

「食支援活動」（配食サービス・会食会・地域食堂・こども食堂・
フードパントリー、食育活動など）の創出と地域展開に向けた環境整備のために、
人・場・モノ/資金、情報等の資源の開拓・活用や循環を目的とした機能をもつ
会議体（協議体）を「食支援プラットフォーム」と位置づける。

活動の活性化に伴い、担い手となる機会増。
出番や役割の機会が増えることにより
孤独孤立の解消へ

地域活性化・
まちづくり

交流・つなが
り

出番・役割

見守り・相談

介護予防

食生活支援

食支援プラットフォームの概要（連携や支援の可視化）
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活用案・期待される効果

食支援プラットフォーム

他自治体、福祉分野
に限らない機関・団
体、広域ネットワー
ク等※

構成団体(イメージ)：
自治体関連所管、生活支援コーディネーター、
社協ＣＳＷ、活動団体、地縁組織、民生児童委員、
中間支援団体、商工会、企業、生協、農協等

※企業、県レベルの中間支援、テーマ別の全国ネットワーク
（食支援、移動支援、学習支援、若者支援等）

域内の団体・ネットワーク

寄贈マッチング支援を通し
て、多世代型地域食堂で活
動するための食材確保

活動の継続・安定／
新たな活動への展開

地域課題に対する新たな活動の
創出／活動空白地域における展
開

「食支援プラットフォーム」で 孤独・孤立を予防し互助を促す「食支援活動」を創出し支える

地域・食支援団体の変化 期待される効果

行 政

社会福祉協議会

企 業

世代を問わず、多様な地域課題に
取り組む団体や活動がつながることで
福祉ニーズを充足

地域課題を知り、自社の強みを
生かした地域づくりへの参加

商材、人的資源、ノウハウ等の貢献

安定的な食材の確保

ノウハウの伝授・支援者の派遣を
通じて居場所づくりの担い手発掘

新しい活動の創出

構成団体等との連携・協力によ
る
他地域の人脈やノウハウの提供

財源に因らず、部署を横断した
地域課題の解決に向けた協働の促進

他地域の行政や民間とつながり創出

活用できるリソースの拡充
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食支援プラットフォーム形成にむけた実践事例のご紹介 2024年 北海道（帯広・苫小牧・函館）

北海道におけるプラットホーム形成に向けた学習会を8月、11月に開催。
場所：函館、帯広、苫小牧の３地域
趣旨：・北海道において食支援プラットフォームを形成するために参考事例を学ぶ

・企業と団体が連携した持続可能な食支援ネットワーク体制の整備について学ぶ
・北海道における、食のある居場所づくりの支援に関するアンケート調査結果の分析

また道内の企業を対象イメージとした企業連携に向けた学習会も開催（札幌、11月）
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「MOWLS」は、食を通じた居場所・団体に向けた食支援のための物流システム（WEBシステム）です

どんなことができるの？
寄贈いただいた食品等を提携拠点経由で
食を通じた居場所・団体とマッチングし
トレーサビリティを確保しながら届けます

これまでの実績 (2023年度時点)

連携団体エリア 33 都道府県

食品提供量 355 トン

食品寄贈企業・団体数 37 団体

35 都道府県

525 トン

27 社 ・団体
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「ミールズ・オン・ホイールズ ロジシステム（MOWLS）」とは？
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全国各地 80か所のロジ拠点〜187か所のハブ拠点を経由し、

約2,700か所の食を通じた居場所・団体へ寄贈品をお届けしています
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「ミールズ・オン・ホイールズ ロジシステム（MOWLS）」とは？
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ナガサキロジスティクス株式会社で開催された
冷蔵倉庫業経営者協議会の総会に登壇し、
冷蔵倉庫会社の皆さまへ
中核ロジ拠点としてのご協力を呼びかけました。

新たに北海道と福島県の冷蔵倉庫会社が
中核ロジ拠点としてご協力いただいています。
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各都道府県に対するロジハブシステムへのご協力の呼びかけ
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食品・物品提供マッチング

公財）キユーピーみらいたまご財団 様
全国のロジ拠点を通じて、定期的に調味料をはじめとする
様々な食品を寄贈いただいています

外食店舗による寄贈支援マッチング

王将フードサービス(株) 様
長期学校休暇の子ども達へ、定期的にお子様弁当を寄贈い
ただいています

夏休み「お子様弁当」の無償提供が10万食を
突破｜2023年8月

夏休み特別企画として、お子様弁当
の無料提供を実施。実施期間中、のべ
101,620名の子どもたちに、餃子・唐
揚げなどを楽しんでいただきました。
本取り組みは、今回で7回目ですが、
初めて10万食を超え、累計では50万食
を超える寄贈になりました。

アヲハタ フルーツスタンド寄贈｜2023年7月
 
2020年コロナ発生時より

定期的に自社商品を寄贈いた
だいています。2023年度は、
「アヲハタ フルーツスタン
ド」32,100個の寄付があり、
全国2,236カ所に届けること
ができました。
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事例紹介｜MOWLSご導入による食支援サポート
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一般社団法人全国食支援活動協力会 事務局
HP： https://www.mow.jp/mow-ls/index.html
住所： 東京都世田谷区上用賀6-19-21
TEL : 03-5426-2547
E-mail  : saposen@mow.jp

ご清聴ありがとうございました
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https://www.mow.jp/mow-ls/index.html
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